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景観構成要素と生活・生業の関係性の導出 

－別府市鉄輪・明礬温泉地区の重要文化的景観指定に関する研究－ 
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１ 研究の背景と目的                      

2005（平成17）に制定された「重要文化的景観」の

保護制度とは、日本の人々の生活や風土に深く結びつ

いた地域特有の景観の重要性が見直されるとともに、

その保護の必要性が認識されるようになってきた動き

を受けて景観を重要文化財として制定し保護していく

制度である。一方、大分県別府市は、豊かな温泉資源

による様々な産業が古くから発達し、その生活及び生

業により現在の景観を形成している。そのなかでも鉄

輪・明礬温泉地区では世界的にも希有な湯けむりによ

る景観を見ることができる。近年この「湯けむり景観」

を「重要文化的景観」として選定し、後世に残すべき

景観として、一体的に保護しようという取り組みがこ

の両地区で始まっている。 

また、別府市鉄輪・明礬温泉地区を対象とした既往

研究では、文献調査、ヒアリング調査、住民や外来者

の意見抽出により、文化的景観を構成し得る景観構成

要素を抽出している。これらの景観構成要素は人々の

生活・生業によって相互に関係付けられて存在し、当

該地域の景観が成り立っている。ゆえに文化的景観を

保存していくためには、単に景観を構成する各要素を

保存していくだけではなく、それらの関係性や人々の

生活・生業を理解し、その保全に努める必要があると

言える。 

そこで本研究では、まず文化的景観を構成する上で

重要な要素を地域の生活や生業、歴史等の観点から抽

出し、それらが両地区内に如何に分布し、地域の文化

的景観を構成しているのかを把握する。その結果、人々

の生活・生業と当該地域の景観との相互関係を明らか

にすることを目的としている。 

２ 対象地区について                    

別府八湯注1）の一つである鉄輪温泉地区（図 1）は、

地区内の至る所から湯けむりが立ち上り、現在も貸間旅 

 

 

館などの宿泊施設が軒を連ねる、別府八湯の中でも特に

湯治場的雰囲気の漂う温泉地域とされている。 

地区全体は東西に拡がって栄えている（図３）。地区

の東北部に位置する熱の湯から南北へ伸びるメインス

トリートを中心に湯治場が発達した。現存する熱の湯、

渋の湯、滝湯、むし湯、谷の湯、地獄原温泉の 6つの

共同浴場は 1736（元文元年）－1909（明治 42年）の

間にできている。このように、地区の東部は湯治場と

して発達してきたため、現在のような比較的路地の多

い街並み（街路形態）が形成されたと考えられる。東

西に延びる九州横断道路の開発（1964（昭和39年））

に伴い、大型旅館が次々と道路沿いに新設され、次第

に地区内部にも大型旅館が建設されるようになり、現

在のような街並みになっている（図1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 鉄輪温泉地区 

 

３ 生活・生業の変遷による重要文化的景観構成要素                

３－１ 重要な文化的景観構成要素の抽出 

既往研究において、文献調査、ヒアリング調査、住

民、外来者の意見抽出により、文化的景観を構成し 

得る景観構成要素が導出されている。そして重要文化

的景観の定義注2)から、文化的景観が生活や生業との関 

わりによって築かれてきたことを重視して要件を設定

する。特性を把握するために、「生活・生業との関係」・ 
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「原風景形成期注3）との関係」・「管理・運営との関係」

についても表に示した。当てはまる要素は重要文化的

景観を構成し得る要素として 抽出した。色が付いて

いる部分が該当する(表1)。 

重要な文化的景観を構成し得る要素として抽出され

たのは47の要素であった。その6割以上占めるのが「旅

館」や「共同温泉」といった建造物である。湯治場と

して栄えてきた鉄輪地区の景観を構成する上で必要不

可欠な要素である。また、大黒屋や双葉荘といった長

期滞在者向けに貸間の形態を採った旅館がかつては多

く存在した。現在では減尐しているが、これらは鉄輪

独自の生活・生業に関係性が強く、より重要であると

考えることができる。他には湯けむりを発生する「地

獄注4）」や「気液分離装置」、「地獄釜」が挙げられてい

る。「永福寺再興之碑」や「大谷光端氏碑」」といった

碑も鉄輪温泉地区の歴史的な景観を構成するには欠か

せない要素であるが、直接的に生活・生業とは関係が

確認できなかったため、本章の抽出要素には含まない

こととした。 

３－２ 景観構成要素の分布 

全体図面（図３）より、地区の東部に旅館、共同浴

場、住宅、商店の分布が集中していることがわかる。

また、さらに西部には地獄地帯が広がっており、この

地獄地帯を利用した観覧施設が複数見られる。これら

は、地獄めぐり等の名前で別府市の主要な観光施設と

して知られている。さらに、地区の構成として共同浴

場を中心に旅館、商店や住宅が建ち並んでいる。この

ことは、地区を熱の湯から南北に切った断面図（図２）

や拡大図からもわかる。この配置は拡大図（図2）を

見るとわかるように、熱の湯、渋の湯、谷の湯などの

共同浴場の間に旅館が分布し、その間をつなぐように

小型の商店が並んでいる。その組み合わせが当該地域

にはいくつも存在している。湯治客は貸間に宿泊し、

近くの共同浴場や商店を利用して生活していたと考え

られる。これは、湯治場として発達したことを示す地

区の構成的な特徴であるといえる。また、住宅は旅館 

 

 

 

 

 

に併設されているか、それらの間隙に分布しているこ

とがわかる。 

 さらに九州横断道路が開通1964（昭和39）するこ

とによって、以前までは見られなかった大型旅館が九 

州横断道路沿いに建ち並ぶようになり、現在の景観を 

形成している。また、全体図（図３）より、気液分離

装置の多くが旅館、貸間の近くに併設されていること

が多いことがわかる。特に大型の湯けむりを発生させ

る重要な気液分離装置は、地区全体に広がって分布し

ている。地獄釜はほとんどが土地所有者によって管理

されており、主に旅館、貸間経営者などである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 重要な文化的景観を構成する要素 

※１
発生した年代が明らかとなっていないが、生活・生業との関連がみられない要素であること
から重要な文化的景観構成要素の抽出に影響を与えないため、調査を行っていない。

※２ 池（地獄部分）については変化が無い。

※３
現在市有区営温泉であるが、過去の管理については明らかとなっておらず、いつの年代か
ら現在の管理方法であるか把握できていない。

※４
1935(昭和10年)
朝日村と別府市の合併後に市営化されており、近年区営化した。

※５
市営温泉であるが、指定管理者であるNPO法人「鉄輪温泉共栄会」により管理されてい
る。

※６ ヒアリング先の拒否および不在等により、明らかとなっていない。

※７ 建物の一部は原風景形成期から残る。

※８ 以前は旅館であったが、ギャラリーへと変化した。

※９
外構は新しくつくられたものであるが、保存されている跡地は使用されていた当時から変化
が無いと考えられる。

※１０
原風景二期から存在している釜も４つあるが、道路から視認できないため、視認できる釜
のみについて分類した

※１１ 対象地内に複数存在している要素であり個別に更新されている（つくりかえられている）。

※１２
対象地内に存在する共同温泉の入口近くに、薬師像が祀られているため、共同温泉と同様
に表示している。

管理・運営と住民との関係

生活 生業 生活 生業

(凡例) （凡例）

　・機能が変化し、現在は
　　使用されていない要素：(△)

　・個人によって管理・運営
　　されてきた要素：●

　・原風景期には存在していない
　　可能性のある要素：(▲)

　・地域住民によって管理・運営
　　されてきた要素：○

自然 地形 山 山 × × × × ● - ×

河川 河川（平田川） △ △ △ △ ● - ×

植物 樹木 冨士屋のウスギモクセイ × × × × ● - ●

永福寺の楠 × × × × -(※１) - ●

大谷公園のクス × × × × -(※１) - ×

みなとや裏のイチョウ × × × × -(※１) - ●

大黒屋のブーケンビリア × × × × -(※１) - ●

自然現象 地獄 海地獄 × ○ × ○ ● ×(※２) ●

白池地獄 × ○ × ○ ● ○ ●

人工 建造物 温泉（共同） 地獄原温泉 ○ ○ ○ ○ ● × ○（※３）

渋の湯 ○ ○ ○ ○ ● × ○（※４）

上人の湯 ○ ○ ○ ○ ● × ○（※３）

筋の湯 ○ ○ ○ ○ ●or○ (※６) ○（※３）

谷の湯 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○（※３）

熱の湯 ○ ○ ○ ○ ● × ×

むし湯 ○ ○ ○ ○ ● × ○（※５）

温泉（民間） ひょうたん温泉 ○ ○ ○ ○ ● × ●

旅館・貸間 誠天閣（△） × ○ × × ● ●or○ ●

アサヒヤ × ○ × ○ ● ○ ●

アサヒヤ旅館 × ○ × ○ ● ○ ●

つるや × ○ × ○ ●or○ ○ ●

大黒屋 × ○ × ○ ●or○ ○ ●

萬力屋 × ○ × ○ ●or○ × ●

国東荘 × ○ × ○ ● × ●

双葉荘 × ○ × ○ ● ○ ●

さくら屋 × ○ × ○ ●or○ × ●

しんきや × ○ × ○ ● × ●

みかさや × ○ × ○ ●or○ ○ ●

神力屋 × ○ × (※６) ●or○ (※６) ●

満寿屋(△) × ○ × × ●or○ －（※６） ●

サカエ屋 × ○ × ○ ● ×（※７） ●

陽光荘 × ○ × ○ ● (※６) ●

辰巳屋 × ○ × ○ ● × ●

中野屋 × ○ × ○ ● ○ ●

冨士屋(△) × ○ × ○（※８） ● ● ●

みなとや × ○ × ○ ● ○ ●

築新 × ○ × ○ ● × ●

上富士屋 × ○ × ○ ● ×（※７） ●

温泉閣 × ○ × ○ ● × ●

みどり屋 × ○ × ○ ● ● ●

寺社 西福寺 ○ × ○ × ● × ●

湯之徳稲荷 ○ × ○ × ● ○or× ○

温泉神社 ○ × ○ × ● ○or× ○

温泉山永福寺 ○ × ○ × ● ● ●

その他 安楽屋(△) × ○ × × ● - (※６) ●

道 道路 石畳 ○ ○ ○ ○ ●or○ ●or○ ×

設備 遺構 渋の湯の滝湯跡(△) ○ ○ × × ● ● ×

洗濯場(△) ○ ○ × × ● ×(※９) ×

熱の湯の湯元跡(△) ○ ○ × × ● -(※６) ×

むし湯跡(△) ○ ○ × × ● ×(※９) ×

碑 永福寺再興之碑 △ × △ × ● ● ●

大谷光端氏碑 △ × △ × ●or○ ●or○ ●

光端上人五十回忌祈念碑 △ × △ × × - ●

元湯跡石碑 △ △ △ △ × - ×

地獄 鬼石坊主地獄 × ○ × ○ ● ×(※２) ●

鬼山地獄 × ○ × ○ ● ×(※２) ●

かまど地獄 × ○ × ○ ● ×(※２) ●

山地獄 × ○ × ○ ○ ×(※２) ●

金龍地獄(△) × ○ × × ● - ●

地獄釜（8カ所） 大黒屋(▲) × ○ × ○ ×（※１０） - ●

萬力屋(▲) × ○ × ○ × - ●

よね田(▲) × ○ × ○ × × ●

湯沢家 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

大路(▲) × ○ × ○ × - ●

きらく(▲) × ○ × ○ × - ●

しんきや × ○ × ○ ○ ○or× ●

個人宅 ○ × ○ × ● ● ●

湯けむり装置 湯けむり装置　（18個） ○ ○ ○ ○ ● -(※１１) ●

障壁 別府石の石垣 ○ × ○ × ●or○ -(※１１) ●

その他 地蔵・薬師像 ○（※１２） ○（※１２） ○（※１２） ○（※１２） ●（※１１） -(※１１) -

いでゆ坂アーチ ○ ○ ○ ○ × - ○

吉賀循環器・内科前の石柱 × ○ × ○ ● ● ●

・原風景形成期二期から存在する要素：○

原風景形成期の
存在の有無

　・生活または生業と関係があるが使用はされてきていない要素：△

　・生活または生業のなかで使用されてきた要素：○

名称

（凡例）

原風景形成期との関係

景観群の解釈 要素群

過去のある時期の
下記への関係

・原風景形成期一期から存在する要素：●

住民による管理・運営の
有無(注２)

（凡例）

原風景形成期から
存在していた要素の、
原風景形成期以降の

ハード面の変化の有無

発生から現在まで一貫した
下記への関係

生活・生業との関係

重要文化的景観構成要素の要件 

 

地域独自の生活・生業と関係があり、 

その機能が現在まで継続されている要素 

  

地域の独自性はないが生活・生業と関係が

あり、“湯けむり景観”を構成する上で不

可欠な要素のうち、その機能が現在まで継

続されている要素 

 

生活・生業との関係が過去にはあったが、

機能が変化し現在は直接関係がない要素 

図２ 鉄輪温泉地区 断面図 

 310



 3 / 4 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くが旅館、貸間の近くに併設されていることが多い

ことがわかる。地獄釜はほとんどが土地所有者によっ

て管理されており、主に旅館、貸間経営者などである。

また、特に大型の湯けむりを発生させる重要な気液分

離装置は、地区全体に広がって分布している。 

 拡大図（図4）より、「地獄釜」や「気液分離装置」

は旅館の近くに併設されているのがわかる。また、共

同浴場の周りに旅館、小さな商店が分布しているのが

わかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 拡大図 

４ 景観構成要素を含むシーン           

本章では3章で述べた重要な文化的景観を構成し得る

要素により、当該地域でどのような景観が形成されて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いるのかを、いくつかのシーンを例に詳説する。この

際、景観構成要素の相互関係や生活・生業との関係性

を中心に考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 大黒屋周辺 

 

図5 大黒屋周辺 

図４右奥に写る建物が貸間の形態をとる旅館「大黒

屋」である。同旅館の創業は大正中期～昭和初期の間

である。敷地内の建物に隣接して地熱や蒸気を湯に分

離する「気液分離装置」が設置されており、鉄輪温泉

地区内の他の旅館でも同様の傾向がみられる。この気

液分離装置から立ち昇る湯けむりは規模も大きく湯け

むり景観の重要な構成要素である。また、この装置か

図３ 鉄輪温泉地区 全体図 
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ら配管が多方向に伸びていることから、湯を他の家庭

にも供給していることがわかる。 

さらに、この旅館は同地区の湯治宿に特徴的な「地獄

釜」を併設している。この地獄釜を利用して行う地獄

蒸しは、温泉の噴気を利用して食材を蒸す調理法で、

1910（昭和36）頃から住民の炊事用に用いられていた

ものが、次第に湯治客にも利用されるようになったと

される。現在では湯治客や住民だけに留まらず立ち寄

りの観光客も利用できるよう貸出がされている。また、

町並み景観における湯けむりの発生源にもなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 谷の湯周辺 

 鉄輪温泉地区は扇状地の一部に位置しており、地区

全体が緩やかな傾斜地であることが写真の建物配置や

（図 2）からもわかる。図５左奥には九州横断道路沿

いに大型旅館が建ち並んでおり、地区内部には住宅が

密集している。そのなかの一角に共同浴場「谷の湯」

がある。同共同浴場は1845(弦化2)の書籍注４)にも掲載

が確認されていることから、古くに拓かれたことがわ

かる。現在は主に近隣に住む住民に利用されており、

自治会によって管理運営がされている。また「谷の湯」

周辺にも大型旅館があり、それらに併設されている「気

液分離装置」からは湯けむりが立ち上っている。特に

右手前に見える気液分離装置は複数の施設の源泉を担

っているため他の装置に比べ大型である。 

５ 総括                     

本研究では、まず既往研究によって抽出されている

文化的景観を構成する要素の中から、重要文化的景観

の定義に基づき、より重要な要素を抽出した。加えて

当該地域におけるそれらの分布を確認した。その結果、

当該地域の空間構成の特性を把握することができた。 

さらにいくつかのシーンを例にして、実際の景観がど 

 

 

のように構成されているのかを詳説し、各構成要素の

相互関係や人々の生活又は生業との相互関係を明らか

にした。 

 今後は、これらの特性を有した当該地域において、 

地域に関係する様々な主体がどのように利用しながら

生活や生業が成立しているのかを、建築物調査やヒア

リング調査により明らかにしたい。 

 

 

 

【補注】 

注1）別府八湯「別府市内の8つの代表的な温泉地の総称」浜脇・別府・

亀川・鉄輪・観海寺・堀田・柴石・明礬温泉 

注2）重要文化的景観の定義「地域における人々の生活又は生業及び当該

地域の風土により形成された景観地で我が国民の生活又は生業の理科二

のため欠くことのできないもの（文化財保護法大二条第1項第5号より）」 

注3）原風景形成期「文献による歴史調査や住民へのヒアリングによって、

重要文化的景観の特徴が築かれた期間を「原風景形成期間」として抽出

している。鉄輪温泉地区の湯けむり原風景形成期間は、その特徴によっ

て大きく2つの期間に分けられる。湯治場を中心として発展した1910（明

治 43）～1949（昭和 24）を「原風景形成期一期」、ボーリング技術が普

及したことで湯けむりが数多く掘削され、遠景での湯けむり景観が見ら

れるようになった1950（昭和25）～1972（昭和47）を「原風景形成期二

期」と定める」 

注4）地獄「火山性ガスや温泉の蒸気熱などにより草木の生えない場所や

極めて高温の温泉が大量に湧出する源泉地帯」海・山・カマド・鬼山・

白池・金竜・血の池・竜巻・坊主・鬼石坊主地獄などがある 
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